（様式）　令和７年度　那珂川町立小川小学校　学校評価報告書
	　　　　　評　価　項　目
	評価
	取組状況・成果・課題
	改善策
	学校関係者評価等でいただいた意見等

	　各学校での目標（重点は○数字）・具体策
	
	
	
	

	Ⅰ　特色ある学校づくりのための学校運営
	
	〇あいさつができる児童が増えた。
〇タブレットを活用した学習環境が整ったことで、隙間時間を利用して学習に取り組む児童が増えた。
〇日課等の対応が臨機応変かつ柔軟にできている。
〇低学年での「読みの指導（ＭＩＭ）」の継続により、児童の語彙力と読みの流暢性が高まった。
○体力向上プランの実践をベースにして、町内の小学校とタグラグビー交流会が実施できた。
○欠席児童が少ない。また、不登校傾向にあった児童は登校できる日が増えてきた。
●乱暴な言葉遣いや不適切な会話をしている児童が一部にいる。
●返事については、粘り強く指導していく必要がある。代表で表彰を受ける際、返事ができない児童がいる。
●オンライン授業を行うときのルールを明確にする必要がある。
	・中央委員会を中心にあいさつ運動を継続していく。
・乱暴な言葉遣いや不適切な会話が聞こえてきたときは、タイミングを逃さずその場でその都度指導する。
・返事がしっかりできたことを褒める。大げさに褒めることでよい態度や行動を価値付ける。
・オンライン授業のルールを作成し、児童と保護者に周知する。
・学校だよりを通じて、人権意識や児童の言語環境の実態を伝えるとともに、保護者へ啓発し、家庭と連携して根気強く指導していく。
・町教育施策であるＭＩＭや体力向上については、継続して取り組んでいく。
・登校しぶりや不登校傾向にある児童については情報を共有し、学校全体で支えていく。
	・欠席児童が少なく不登校傾向にある児童への配慮が具体的な成果（登校日数の増加）に表れている点に、学校の温かい支援体制を感じる。「明日も来たくなる学校」という目標が、着実に形になっているのではないだろうか。
・アンケートの結果から、児童が学校目標に沿って活動できているようだ。先生方の児童への声かけなどの対応に誠意が感じられる。
・あいさつができる児童が増えてきたことはとてもよいことである。さらに自然にできるよう習慣化することが大切である。
・返事をすることの意味と必要性を知らせることが重要である。
・乱暴な言葉遣いや不適切な会話をしている児童については、その場で指導することがとても重要である。また学校だよりを通じて保護者へ啓発し、共有・連携して取り組んでいることが重要である。
・言語環境については、学校だよりでの周知だけでなく、研修等の場を検討してはどうだろうか。



	1 規範意識の向上とあいさつの習慣化
	Ｂ　
	
	
	

	2 学習に働きかける環境づくりの推進
	Ａ
	
	
	

	３　創意ある教育課程
	Ｂ
	
	
	

	４　明日も来たくなる学校経営
	Ｂ
	
	
	

	
	
	
	
	

	Ⅱ　確かな学力の向上を図る学習指導
	
	〇算数専科による少人数指導が実現し、児童一人一人に目が行き届くようになった。児童は見てもらえるという安心感から、学習意欲につながってきた。
○対話的なアウトプットを繰り返し行う授業を取り入れてきたことで、児童はグループでの学び合いができるようになった。
〇教職員間で学び合う雰囲気がある。
○読書カードを継続的に活用することで、読書量が増え、隙間時間に読書に親しむなど、読書習慣の定着が見られる。
	・「那珂川スタイル」を継続するとともにさらに対話的なアウトプットの充実を図る。
・ペア学習やグループ学習等を継続して取り入れ、児童主体の授業を目指す。
・町図書館の協力や委員会活動と連携して利用しやすい図書室の環境を整える。
	・児童が勉強に対して安心感がもてたことと、自主的に学習できるようになってきたことは、すごい成果だと思う。
・授業参観では、子どもたちが楽しく授業を受ける様子が見られた。
・継続してグループ学習を進めていってほしい。
・算数の少人数指導は、児童の能力に合った取組であるとともに学習意欲につながっている。成績アップへと好循環する大変すばらしい指導である。
・算数の少人数指導により子どもたちが「先生によく見てもらえている」という安心感をもって学習に臨めていることが基礎学力の定着において強みである。


	1 基礎学力の向上と定着
	Ａ
	
	
	

	2 表現力の育成
	Ａ
	
	
	

	　





	







	
	
	

	
	
	
	
	

	Ⅲ　自己指導能力を高める児童・生徒指導
	
	○６年生が１年生のサポートをする場を多くもつことで、異学年との交流が充実してきた。
〇教職員は児童といる時間を積極的に確保し、信頼関係の構築に努めている。
〇様々な課題を抱えている児童が多い中、学校全体で児童の心に寄り添った対応をしている。
	・中央委員会の児童が中心となって、ロング昼休みに異学年と遊ぶ機会を作る。
・教職員の合言葉「小川小学校の子どもはみんなで育てる」のもと、全職員で全校児童を支援していく。
・学校生活の中で自己決定の場を意図的に設ける。

	・「小川小の子どもはみんなで育てる」という合言葉どおり、担任の先生だけでなく、学校全体で子どもたちを包み込んでくれる体制に深い信頼と感謝を感じる。
・低学年は高学年の言動に刺激を受け、思いやりの心が生まれてくると思う。
・異学年との交流はとても貴重である。
・自分の行動や考えに自信をもたせたいが、それで失敗したときの指導が難しい。


	1 　自尊感情の育成
	Ａ
	
	
	

	２　学業指導の徹底と居がい感のある学級づくり
	Ａ
	
	
	

	
	
	
	
	

	Ⅳ　健康・安全、体力の向上
	
	〇オガワニ体力アップの取組が充実し、児童も積極的に体力つくりに参加している。
○外遊びに取り組む児童が増え、主体的に体を動かす姿が見られる。
○登校班長会議の実施、廊下歩行の掲示物の工夫など危険回避を促す指導をしてきた。
●階段や段差でのジャンプ等、日常生活において危機予測ができない、また危機意識が低い児童がいる。
	・記録の伸びが分かるようなカードの工夫や可視化できる取組をさらに進めていく。
・学校のきまり（特に廊下や階段の歩き方等）や遊び方の約束について、再度確認・指導するとともに、危機を回避するためのルールや方法を児童に考えさせる。
	・単に禁止するのではなく、掲示物の工夫や班長会議を通じて、子どもたち自身に危険を回避する力を養っていけるようにする取組がすばらしいと感じる。
・外遊びが好きな児童が増加していることは喜ばしい。友達同士で外遊びをすることが、危機回避意識を高めることにつながる。
・安全に対して、産業界の「ＫＹＴ」の応用などはどうか。
・日常生活での安全やルールについて考えることができるよう引き続き進めてほしい。

	1 めあてをもった体力つくりの充実
	Ａ
	
	
	

	2 健康教育の推進
	Ｂ
	
	
	

	3 命を大切にする子の育成
	Ａ
	
	
	

	
	
	
	
	

	Ⅴ　家庭・地域との連携
	
	○地域ボランティアを活用し、地域とつながりながら子どもたちを支援することができた。
〇こども園との様々な交流を実施し、こ小連携ができつつある。
〇担任は各家庭に丁寧に対応し、連絡帳や電話等で連絡を取り合っている。
●地域の方が、もっと学校現場に入り関われるようなシステムがあるとよい。
●自主学習として家読を奨励している。家庭の関心や協力を得たい。
●普段のメディア時間が多い。
	・地域連携等の学校の取組について、学校だよりやホームページにおいて、意識してお知らせしていく。
・地域学校協働本部活動と連携しながら地域とともにある学校づくりを推進していく。
・学校だよりや保健だよりを活用したり学年懇談会等でお知らせしたりして、家庭との連携を推進していく。
	・学校と保護者の連絡が密になり、連携していくことはとてもよい。
・自治会への周知やボランティアの協力要請の強化を図ってはどうか。
・自治会でもつながりが減ってきている中、難しいとは思うが、趣味の講座や会などの協力を願うとよいのではないかと思う。
・学校と家庭・地域の教育活動に対する温度差を縮めることは大変だと思うが、これから先は重要なことだと思う。
・地域との連携を深めようとする前向きな方針に共感する。学校・家庭・地域が手を取り合うことでより豊かな教育活動が展開
されることを楽しみにしている。


	　１　地域とともにある学校づくり
	Ａ
	
	
	

	　２　地域・関係機関・家庭との連携
	Ｂ
	
	
	

	
	
	
	
	




